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入試説明会などの報告書のデータは 557 件（2020 年
10 月現在），そして，すべての高等学校から本学への
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5.  活用事例 
5.1 学校訪問 
例として，2019 年度に訪問したある高等学校につい
て記述する．その高等学校のデータを図 14 に示す． 
なお，ここに示した図は現在使用できる Ver.2 のも
のであり，2019 年度に使用していた Ver.1 では，進学
図12．レコードの生成
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13．表の変換用マクロ
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その反面，スタンドアローンで使用するアプリとし
たことで，使用者に編集の権限を与えることができ，
学校訪問前の情報収集において各自が入手した資料を
登録して使用できるようになり，使用者専用のツール
として使えるデータベースとなった．
収録されている受験者および合格者の動向について
のデータは，学部・学科をまとめた総数で記録されて
いる．しかし，高等学校によっては，理系への出願が
多い学校，文系への出願が多い学校というような違い
がある．例えば，先に述べた学校訪問の事例では，出
願者数の減少が全般的なものなのか，文系もしくは理
系に偏ったものなのかが，このデータベースではわか
らない．この点が，懇談を計画する上では不足を感じ
るところである．
6.2　今後の発展を見据えて
今回作成したデータベースが個々人に特化したツー
ルとして使われることを考えると，年度ごとに生み出
される報告書を追加したデータベースをどのように提
供し，せっかく個々のユーザーが収集したデータを共
有していくことによってより充実したデータベースと
なることが期待できる。よって，データの提供と共有
の方策を検討する必要がある．
また，志望および合格状況データを学部別に表示で
きるようにすることで，各高等学校の文理別を含めた
出願の傾向を把握することができるようになり，その
傾向を反映させた資料を用意することにつながる。そ
して，今までよりも焦点を絞った話題の振り方ができ
るようになることが期待できる．そこで，出願および
合格状況データの格納の仕方，表示の仕方について，
今後の改良を考慮した検討が必要となる．
今後，この 2点についての改善に取り組むことによ
り，学校訪問データベースが情報を提供するツールで
あるとともに，情報を集約するツールでもある利便性
の高いものへと変わるように取り組んでいきたい．
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